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NEWSNEWS

　交野の自然とアートの融合を目ざして活動し、植
物園などの自然の中で、アートを作って・見て・楽
しんでいます。
　アート作品を作ることが楽しい、見る人を喜ばせ
たい、自分の技術を生かしたいなど、意欲あふれる
学生が多数参加しています。
　7月 26日・27日に開催された「織姫の里天の川
七夕まつり」では、植物園会場内の空間デザインを
担当しました。
♦織姫の里天の川七夕まつり植物園会場内の様子♦

森のあーと学科森のあーと学科

■きかく学科
▷ 6月 15日：第 3回ワークショップ
▷  7 月 19 日：第 2回バスツアー見学会（星の里
　浄水場、神宮寺ぶどう園）
■おさけ学科
▷ 6月 22日：第 2回講義（利き酒体験）
▷ 7月 13日：酒蔵見学（大門酒造）
■ギャラリー部
　創部を記念して、7月 8日か
らグループ展を開催しました。
　7月 29 日の「ものづくりサ
ロン」では、参加者は自分で考
えたペンダントを作りました。
■えてがみ学科

　七夕まつり会場で、出張講座
「うちわでエコてがみ」を開催
しました。切手を貼ればうちわ
も郵送できるので、好きな絵を
うちわに描いた個性的な暑中見
舞いが、たくさん完成しました。

■ギャラリー部
　9月 1日（月）から「ギャラリー天野が原」の貸し
出しを始めます。料金・貸出日などの詳細は、ホー
ムページか事務局まで、お問い合わせください。
■おさけ学科
　酒蔵見学（山野酒造）：9月 13日（土）
■えてがみ学科〈学生募集中！〉
　第  1回講座：9月20日（土）午後1時 30分～3
時30分、市役所別館3階  小会議室

　影絵は〝スイミー〟や〝ブレーメンの音楽
隊〟などの物語をテーマにした、かわいい魚
や動物のシルエットで、会場は楽しい雰囲
気に包まれました。
　また、ギャラリー部のメンバーがデザイン
した灯ろうが、日の出橋に設置されました。
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